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pp. 653 
オースティン Austin.John Langsl】aw(19

11-60 ) イギリ λの哲学者。オクスフ方ード

大学教綬(1952米J.日広言語学派のリータ

ーとして研'先を進め，言語はたんに世舛を5己
述する(真偽が間胞となる)だけでなく，発話

行為と しても成立してレる と結論し.伝統留

学の日Ij挺を製した。『言語と行為.!(J962)など。

pp. 540 
t目 諮問論とプラゲマテ 4ヴヴス pragmaucs

訳す.もとは7メリカの哲学者そリスの用語。

統語論(syntax).意味論(semantics)と並ん

で，標準的な言語学の三部門の一つ.統語論

意味論を前提としたうえで.言語の使用者が

特定の場面で言語をとのように操るかを問題

にする.言語の用法が慣用的(規軍E的)である
場合.統語論宇意味論と緩近することになり.

その境界はあレまいとなるe 語用論の代表的

な研究にグライス(Grice.H. P. )の会話分析

などがある..ーーゾンタックス..窓味論.会

~íi分析

Pp. 503 
発話行為 speechact 言語行為とも訳す.

イギリスの哲学者オースティンが唱え。同じ

くサーんが発展させた概念。約束する，命名

する，などのように.言語が話会的現実を創

造する進行的な行為である事実を重観する.

一発説的行為と発;t31付的行為;言説官学

PP. 156 

言琵ゲーム languagegamesドSprachspiel

20佐紀の哲学者ウ 4 トゲンシコタイ γの桂

期の用語.彼1主，哲学を含む人間の営為一般

を，規則に従った遂行的(performativelな

できごとと提え，それを言語ゲームと呼んだ.

言語ゲームの規111)11必ずしも意織されるとは

限らなレが.それは人びとの営為に極拠がな

レことを意味しなt.。この蒜眼は，哲学のみ

ならず，法学，認知科学.り会学ほか広範な

関連分野に113響を与えている. ーゲーム;

共約不可能性

pp. 25 
イーミ γウとエティ yク emicand etic 

音観論(phonemics ，.音声学(phOntlics)の

語末をとって造語した，アメリカの言語学者

バイク(Pike. K. L. ) Qコタダ ミー ζ ックス

(tagmemics文法索理論)のことば.人頬学

など関連の分野でも用いる@観察可能な現象

の表層の差異にあくまでも注目して記i畠しよ

うとする視点をエテ 4γ タ.その現象の背後

に守、定される コードにIlPL.一部の差異をあ
えて無観して分析単位を同定しようとする視

点をイー ミフ クと呼ぶ. ー外在的批判 ，内

在的批判，客観性.主観性

PD.21 
一般言語学 generallinguistics フlinguis.

lique g岳nerale 特定言語の文伝平その歴史

的変避といった個別具体的テーマでなく.人

間の言語一般についての研究.20世紀はじ

め，スイスの言語学者ソ Y~ ールは『一般言

語学誠重量J(J916)のなかで.言語のを、意性.

ランクとバロール，共時nt:.と通時nt:..能記と
所記といった。言語が記号の体系として備え

ている基本的な特性を緩念化した。この枠組

は.のちの言語学の方向を決定したばかりか.

記号学.1置造主l!iなどの師、泉ともなった。
ーラングとハロール;共時態と通時nt:.; '/ 
ニフ ィアンとン ニフィエ.記号論と記号

学;傍造言語学
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pp. 676 
チョムスキー Chomsky. Avram Noam 

() 928-) アメリカの言語学者。マサチュー

七ッ 1:l科大ザ数段(1962~<l. ""タeヤ系.
ρ リス<Harris.Z. )に師事して言語行動を研

究寸るうち.生成文法の7イデ<7を着想.

『文法の構造.!(J957)を発表してき'1:界に革命的

衝察を与える.r文法理論の諸相J(J965)ほか
の著作でも変形生成文法(transformational 

generat閃 grammar: TGG)を提案. AH 
有力な7ブローチと目されるチョムスキー竿

派を形成する.計算理論.発達心理学，人工

知能.認知科学.哲学その他に大きな影響を

与える.思想家としてもヴェトナム戦争に反

対するなど.多彩な活動を展開Lt.:. 

pp. 648 
ウィトゲンシコタイ ン鴨川ttgenstein.Lud-

wig Josef Johann0889-19511 オーストリ

7の名1'1に生まれ，イギリスで活動した哲学
者。ユダヤ系。オーストリ 7で小学校教師な

どをつとめたあと .ケンブリ ッジ大学教鐙

( 1939-47)となるが，辞職。 青年時代ラッセ

企に師事し.f論理哲学論考.1(1921.1922)を

尭表.論理実証主義に影響を与える。 1930

年代以後はケンブリヲジ大学の私的なゼ ミで

言語ゲームにつt.ての考察を進め.日常言語

学派，分析哲学ほか現代思怨の源琉となった。

未明lの原稿は一部が『哲学深究J()953)ほか

iして公刊されたが，それに数倍するノ ート

を繋理したドイ ア語版の全集がやがて干1)行の

運びである。

pp. 3 35 

心理言語学 psycholinguistics ;'(析をv.と
つの行動とr.tえ，それとその符後の心Jlllフロ
セスとの関係をIvl'先する"1'¥::1.心Itl!フロセス
とはたとえば，記憶・ ILit.J!lt鮮などである.
心即言説芋は"訟の!lll¥J. -.1fr百W. ~!iJl1 
論。言語行為諭湾訴と!ぷ:tHの関係の馴究。

などとも関連が深い.1960午代に変形生成

文法が有力となってから.心PJ1 言~Á:学11，言
語の獲得 ・使用に焦点を当てる研究方法とし

て.~論言語学と関連するようになった。

一生成文法 ，バイリンガリズム

pp.323 
人工宮路と日常言語 artificiallanguage and 

ordinary language 論理学の明噺さを鏡花

とする言語を人工言訪.言語のあるがままの

安をそなえた言語を日常言語とLウ.分析哲

学は人工言語学派，EI'信言Z語学派の二大統派
に分かれるが.それは.哲学するj判具である

言語を論泡!学に求めるか，あるがままの言設

に求めるかの違いによる.人工言語の19l断性

は利点であるが.保定義訴から出発する.単

純すぎるなど.1'1常百計1より不利な lーもある@

ー分析哲学:I当然言語と形式記雄

pp. 229 
自叙宮路と形式言語 naturallanguage and 

f阿国1language 人工言語または形式言語

に対して.日本語平英語.スワヒリ語のよう

に歴史的に発生L.その言語を局国語とする
~し手のいる言語を自然言語と L ウ.形式言
語11，特定の目的で構成された言語でa 完備

した形式をそなえているもの.コンヒータ

のためのプログラム言語などがそれに当たる。

形式言語は切断性と操作性をそなえているが，

自然言語のような盤かさ(日常生活との対応)

を欠く. ー人工言語と日常言語;プログラ

ム言語

pp.212 1996.10.1発行rVoiceJ特gl)j曽刊号おまけ
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pp. 447 
デノテーションとコノテーション denota-

tion and connotation 外示と共示[含意)な

どと訳す.伝統的な論型学における外延と内

包の概念を記号学に拡鎖したもので，パルト

の論考によって一般的とな勺たe 記号学は記

号を，能記('/ニフ<7:/)ーi'fr~己(シニフィ

エ)への意味作用{ほぼデノテ - :/~ンに相
当)と分析するが， コノテーシノョンとは，記

号自身が再び能記となって意味f'r闘をもっ場

合で，ある記号にまつわる漢とした雰囲気干

イメージをさす ~yニフ< 7ンと νニフ

ィニι

pp. 362 

生成文法 generativegrammar チョムゑ

キー理論の前提となる文法の概念.ある言語

を適格な文(記号連鎖)の集合と考え.この集

合をL、くつかの生成元と生成規IIIH文法)とか

ら生成させようとレう 7イデ<7.代数学の

『生成」の概念を応用したものである.生底

文法にもいくつかのタイプがあるが，チョム

見キーはそのうち.変形規則を伴ったPイ

ブの文法(変形生成文法transformational

generative grammar ・TGGlが人間の言語

を簸もよく説明するとした. ー心理言語

学.言語能力と言語運用

pp_ 349 
生活の形式 formsof life ドLebensform

ドイツの哲学者フ ッサールの用語。主観=客

観図式にもとづいた訟訟の客観的妥当性を，

現象学の方法によって徹底的に追究した彼は.

かえって認謙作用を成り立たせる恨l底に.人

びとのあいだに共通に分けもたれている生活

の形式を発見Lた.これは反省作用に先立つ

暗黙の知訟であり.その実態は慣習もしくは

文化伝統であるう.ウィトゲンゾュ Fイγ宇

ポランニー(Polanyi.M. lもよく似た指摘を

している。 一路燃の知識



『事典 ー家族~ 1996.2.28.発行 弘文堂

PP.76 

n個の性 [(仏) 11 sexes] 

フランスの哲学者. ドゥルーズ (G.Deleuze) とヵータ

リ (F. Guattari)の提唱した概念。両名は共著 rアンチ

オイティプスJ 0972年)で，男性/女性の固定した二値

的な性別の観念をしりぞけ，身体の流動的な多様性そのも

のをn個の性と名づけた。問書は，精神分析に立脚したも

のであり. n (固の性はフロイトの多型倒錯の概念を継承し

たものともみられる。

この概念が一級に受け入れられた時代背景として，フェ

ミニズムの興隆をあげるこ ともできょう。フェミニスム

は，現代社会の男性中心主義を告発した。するとこの社会

で，単なる男性(または女性)として自己を確立すること

は，異性を抑圧する(異性に抑圧される)立場に身を置く

ことを意味してしまう。そこで自分を，どちらかの性に属

するものとみるかわりに，n (自の性{つまり，異性であり

うることを含む多様な可能性)として発見できれば，そう

した苦境に立たなくてすむ。 n(固の性の概念は，男性/女

性を，階級のように敵対しあう 2項ではなく，誰にも一定

比率で分布する要素と位置づける。そのようにして，伝統

的な男性/女性の固定観念を相対化できるのである。

n個の性の慨念を受け入れると，逆に，現状のような男

性/女性の固定した枠組みがと'のように生成され.再生産

されているのかを考えねばならなレ。 ドゥノレーズとカ'タリ

はそれを，資本主義経済の維持 ・発展のメカニズムと結び

つけて理解する道すじを開いた。 4 向性愛，ジェンダー

(橋爪大三郎J

室AJG. DeJeuze et F. Guattari. L'a1Zli-OEdipe Minuit. 
1972 (市倉宏祐~p. rアンチオイディプス」河出書房新社. 19 
861 

PP.316' 

公娼制度

当局(公権力)が一定の条件のもとに許可を与えて，売

春を公認する制度。公認が得られないものは，公娼に対し

て私娼と呼ばれる。公娼制度は， 一方で売春に対する需要

を是認しなければならないにもかかわらず，もう一方で売

春を社会のある範囲にとどめておきたいという， 矛盾した

要求を公権力がし、だく場合に生まれる。売春の是認は，軍

隊，参勤交代の武士.出稼ぎ労働者など，単独男性が長期

にわたって生活する場合などに生じやすい。 一方，売春を

ある範囲に限定しようとするのは，道徳(家庭の秩序を守

る)，風紀(一般社会を売春から切り離す).治安(犯罪を

防止する).経済(税金を取る).衛生(性病を予防する)

などの配慮にもとづく。

公娼告1)度のもとでは，娼婦は.当局の許可を得て営業を

行う。娼婦は，それ以外の女性と簡単に区別がつくよう

に.特定。服装をしたり，特定の場所に居住したりするこ

とがしばしば義務づけられる。娼婦がー箇所に集まる場合

を，集娼とL、う。一方.私娼は無許可営業として，取り締

まりの対象となる。

江戸時代のi笠廓(:l:..幕府の許可を得て営業した公抱 l集

娼)といってよいが，それ以外の場所lこL、た娼妓や芸妓の

売春行為が厳格に取り締まられたわけではなかった。萌治

初めに政府は娼妓解放令を発したが，遊廓の実態はそのま

ま存続した。その後，公娼制が整備され.娼妓は当局が発

行する鑑札を得て営業すること，所轄警察の監督を受ける

こと，定期検診を受けることなどが義務づけられた。戦後

娼妓取締規則が廃止され，公娼告Ijは幕を閉じたが 0945

年).遊廓以来の営業形態は売春防止法の施行 0958年)

まで存続した。

これとは5.lIHこし、わゆる従軍慰安婦は.当局が許可を与え

るのみならず，さらに踏み込んで一般の婦女子(とくに朝

鮮や被占領地の女性)を連行して売春行為そのものを強制

したという点で，公娼制度のなかでも特異な事例である。

日本政府は従来この事実を認めず，民間の業者が勝手に行

ったと主張してきた。しかし，軍当局や地元の警察が関与

したことを示す証拠が徐々に見つかっているうえ，そこに

日本の国家意思が関与したことは客観的状況からみて明ら

かであるため，日本国は責任をまぬがれなし、。品売春，従

軍慰安婦 (橋爪大三郎)

PP.501-502 

性愛 [(芙)sexual Jove] 

人間が互いの身体をいつくしみあう行為，およひそれに

伴う心的経験をし、ぅ。人間の性行動が動物と異なるのは.

そこに人間の発達した大脳の精神機能が深く関与している

点である。その証拠をあげれば，第-rこ，発情期のような
性周期が消滅し，性行動が周年化(日常化)している こ

と。第二に，近親相姦の禁忌(インセス 卜・ タブー)が普

遍的に見いだされること。第三に.量妄の観念(性的差恥

心)が行き渡っていて，公然の社会空間は性愛と無関係な

ものとみなされ，性愛はそこから隠れた小領域に閉じ込め

られていること。第四十こ， 身体的性別とは異なるレヴェノレ

に社会的性別の観念が成立していて，性現象に大きな役割

を演じていること。第五に，性愛のプロセスそのものも，

複雑にこみし、った文化・社会制度に緩み込まれていて.本

能や性衝動の発露とほど遠い洗練されたものになっている

こと。これらを背景にした人間の性愛は，人間男女が互い

を個人として認知し，深い永続的な関係を結ぶ作用を，わ

れわれの社会に付加するものである。

性愛を前提とする男女の結ひ'つきが制度化されたもの

が，結婚である。結婚は，期間を限定しなし、，その社会の

最も正統な性愛関係である。 ここから生まれた新生児は.

その結婚に帰属することになっており， ここに父/母/子

と'もの役割の束としての家族が完成する。子どもは，家族

のなかにし、るかぎり性愛から疎外されさ.るをえず，その外

に対象を求めるようにさし向けられる。

生殖を予定する結婚は異性愛を原則とするが.それとl主

別に同性愛を公認してきた社会もある。しかし，同性愛を

異常とみなし禁圧してきた社会のほうがはるかに多い。

ユダヤ教やキリスト教は霊書」に同性愛を否定する箇

所があるため，宗教上の理白から同性愛を禁じてきた。向

性愛(ホモ・セクシュアノレ)には，男性同士の場合(ゲf

イJ.女性同士の場合(レズビアン)がゐる。また，同{性 '

愛・異性愛のし、ずれも可能な場合は，両性愛(パイ・セク

シュアル)である。精神医学は長いあいだ同性愛を治療の

対象とみなしてきたが，現在ではその見解を修正し，同性

愛を異常と考えないのが通説となっている。

性愛関係が始まるには， 2人が互いを選びあうブロ亡ス

が必要である。このプロセスがどのようにたどられるか

は，社会により異なる。当事者の自由意思に基礎をもっ双

方の愛情によって，性愛関係ー結婚が根拠づけられるべき

だとする欧米社会では，このプロセスが詳細にパターン化

されている。このプロセスを省略せずにたどることが，愛

情の証明になっている。逆に言えば， このプロセスを省略

した性愛は，遊び(持続性を度外視した性愛)か売春(対

価を目的とする性愛)となってしまう。品愛，性革命，性の

解放，同性愛，ちを凌 (橋爪大三郎)

pp.502 

性科学 [(芙)sexoJogy] 

性行為をはじめとする人間の性現象を科学的・総合的に

研究する学問。性現象の解明が人間の理解に不可欠である 。

とLづ洞察は，フ ロイト (S.Freud)の学説とともに広

く承認されるところとなった。この学説の影響のもとに，

医学(性現象の医学・生理学的基礎の研究).心理学(サ

ディスム，マゾヒズム，フェティ・ンズムなどの変態性欲の

研究し文化人類学(未開社会の性風俗の研究)，社会学

(家族病理や性犯罪の研究J.哲学などといったさまざまな

分野の学者の協同の産物が，性科学である。

性科学は. 20世紀前半のドイツで興隆したが，戦後その

舞台はアメリカに移った。アメリカの性科学者は，アンケ 1

- トや統計，実験による実証的な研究を特徴とする。キン 1

ゼイ (A.C. Kinsey)による rキンゼイ報告ゎ マスター

ス (W.H. Masters) とジョンソン (V.J. Johnson)に

よる Fマスタース報告ゎハイト (S.Hite)による rハイ

卜・リポート」が， 有名である。これらの業績は.道徳や

倫理を離れぞ1 性現象を科学的に解明しようとする態度

を.社会に広めるのに役立った。

性科学が，あくまでも性現象を実証科学の方法て'解明し

ようとするのに対し最近は，性現象を歴史学など，もっ

と広い諸学問の方法で解明しようとするアプローチが有力

になっている。フ ーコー (M.Foucault)やドゥルーズ

(G. Deleuze)，カ'タリ (F.Guattari)らがその代表であ

り，こうした業績は従来の性科学の構想の枠内にはもはや

収まらなくなっているといえる。 4 性，性道徳(橋爪大三J'!{;I

pp.515 

性倒錯 [(英)sexual perversion] 

伝統的な性科学の概念で.性行動のあっ方が正常でない

こと。これをさらに. j全の対象が正常てな¥..場合，烹竺

愛，幼児・愛.を人受，屍体受，獣姦， フェテ(，/スムな

ど}と.性の目標が正常でなト場合 i露出症，窃?見歪，ー

ディス'ム.マ/ヒズム.服装倒錯など}とに分l十. (長雪を

主隆美の性E自1)$昔と'.、うのが普通である。誰，こでも多かれ少之

かれこ 3し1".:1頃向があるだろ 3が， 正予言な方ときでは1主主:雪

足が得られなし場合に限って!主êJ$昔と呼A'，なおj~ =- ; 二 こ

のうち，向性愛を1生倒錯に含めない {し二がって.治療の

対象とはしなし、} ことになっている。

i性自l錯が生じる原因としては.医さ主的な三塁白(j主主主主主E

異常.半陰陽.ホノレモン異常.情神病.神主主主など' と.

社会環境とが考えられるが，前者の例はわずかである=プ

ロイト (S.F reu d) の学説によると，性倒錯は，土方~~h1

の性欲のあり方(多型倒錯)が成人類にまで残存した b

の，すなわちー径の発達異常て'ある。

高度資本主義社会の特徴の一つは，性fêJ~昔が商品として

消費されるようになり，正常との境目があいまいになった

ことである。性的少数者{マニア)のための，緊縛，ス万

トロ(糞便J.サドマゾ， ブノレセラ ;:;リコン(幼定愛!

などが，AV (アダルトビデオ)やさまざまなメディア;こ

とりあ:ずられ，一殺人の性行動を変容させている。亙言主‘

そうでないかの境界は歓妙であっ，性信l錯の概念そのもの

が揺らいでいるといえる。 4 同性愛， ロ個の性.性愛， 色這5言

f僑ffi.大三三.!:'I



pp.516 

性道徳

ある社会の人々がどのように性的な行為を営むべきかを

乏める道徳。近親相姦の禁忌(インセスト・タブー)は.

各自の判断に任される道徳よりももっと恨底にある規範な

わで.道徳と連続してレるが道徳には含めない。また，法

律や宗教や習俗によって，性的な行為のあり方が厳格に定

められている場合も，道徳とは呼びにくい。道徳とは，各

自にある範囲の自由が許されており，しかもその範囲で，

どのように行為するのが望ましL、かについて，社会の合意

がある場合である。
旬、→含つ

どの社会にも見いだされる道徳は，まず，猿褒に関連す

る道徳。人体の一定部位を露出することや，性行為を連想、

させる行為や言葉は，震褒とみなされ，人前でそうした行

為をすることが抑止されている。こうして一般に，性行為

が行われてよい空間/行われてならない空間は分離され，

中間の暖味な空間は許容されなL、。第二に，結婚に関連す

る道徳。結婚は一般に，正統で安定した性関係として，そ

れ以外の性関係よりも優位に立とうとする。そのために，

それ以外の性関係をあるべきでないものとみなす。第三

に，売春に関連する道徳。ほとんどの社会で，金銭などの

対価のために不特定の人々と関係する売春は.それ以外の

性行為と違ったものとして蔑視される。第四に，個人の資

質に関連する道徳。自由に性行為を行ってよL、立場の人てa

あっても，頻繁に棺手を替えたり，誰とでもすくに性行為

をしたりすることはふしだら」などと非難される。

性道徳のあり方は，それぞれの社会ごとに異なる。ま

た，ある社会でも，社会階層や地域によって異なる。さら

に，男女や年齢によっても異なる場合がある。性をめぐっ

ては，ある行為が男性には許されるのに，女性には禁じら

れるといった具合に，集団や階層によって異なった道徳が

要求される.二重規範(ダブル・スタンダード)がしばし

ば見L‘だされる。よくあるのは.女性には純潔や貞節が要 |

求されるのに.男性の豊富な性経験は当然視され，むしろ !

推奨されるとし、ったケース。両者を両立させるためには

女性を2群に分け，純潔な若い女性一貞淑な人妻のグノレー

プ(正則群←と.もっぱら多くの男性を相手にする，相対

的に少数の女性のグループ(反正則群}とする以外にな

レ。後者には，純潔や貞節は要求されなレ。こうして同じ

女性に， 2通りの道徳、が要求される結果となる。日本の近

世~近代{1.こうした二重の性道徳が支配する社会であっ

たが.近年，こうした区分は急速に薄れ，男女とも同ーの

道徳を受け入れるようになりつつある。 4 イン七スト・"7' 

ー，性革命， l性の解放，性愛，不倫.猿褒 (橋爪大三郎)

pp.630噌 631

同性愛 [(笑)homosexuality] 

自分と同じ性別の相手を性的対象とする性愛現象。ホモ

セクシュアノレ。男性向性愛をゲイ.女性同性愛をレズビア

ンと呼ぶ。異なる性別の相手を性的対象とする，異性愛

(ヘテロセクシュアノレ)の反対。

同性愛は，病的とか異常とかみなされてきた歴史がある

が，今日では単なる「性的少数者」と扱われている。多く

の社会で禁止され抑圧されてきたにもかかわらず.どの社

会にも見いだされる現象で，一部の社会では公認されてお

り，制度化されている場合すらある。 r聖書」が同性愛を

禁じているため，キリスト教社会では男性同性愛(ソドミ

ーと蔑称)も女性同性愛も罪悪視されてきた。日本には同
"んL.!(

性愛を禁じる伝統がなく，男性同性愛は男色として， (曽

侶や武士，上流階級のあいだでたしなまれた。欧米に比

べ，日本では同性愛者の割合がきわめて少ないが，その理

由はよくわかっていない。

同性愛には，(1)環境のせいで異性愛が不可能なための代

償としての同性愛， (2)環境と無関係な本人の性向としての

同性愛，の2種類がある。(1)の場合，寺院や軍隊とレった

特殊な環境が解消されると，同住愛も解消する。いっぽう

同性愛者には，異性愛を受けつけない者，異性愛を受けつ

ける者(両性愛者)，の2種類がある。

ところで，同性愛/異性愛の基準である性別には， (1)社

会が与える社会的性別， (2)本人が自分で信じる心的性別，

の二つのレヴェノレがある。たまたま両者がくい違ってしま

った場合，彼(女)らは自分の信じる性に「戻ろう」とし

て，異性装や性転換を行うかもしれない。こうし、うケース

を考慮すると，同性愛/異性愛の区別も複雑となる。たと

えば，身体的に男性で，家族も彼を男性として育てたか.

本人は自分を女性と信じ，女性に性転換したケース。ニの

人物が男性を愛するなら，心および身体のレヴェルて~，ì異
性愛だが，社会的性別のレヴェノレでは向性愛とレうことに

なる。同じように，通常.同性愛や異性愛として一括され

ているケースのなカ‘に，その反対に解釈しなければならな

いものが混じってし、るかどうか，考えてみる必要がある。

さらに進んで性愛の実態を.男性/女性，向性愛/異位

愛といった，二{直的な区分で切り分けることができないと

考えるならば.同性愛とLづ概念の成立そのものも自明で

はなくなる。そうしづ前提に立つ議論として rn個の性」

がある。・・性愛 n個の性， 衆道 l橋爪大三郎}

pp.680-681 

売春 [ (英) prostitution] 

金銭などの代価を得て，不特定多数の相手と性行為を行

うこと。日本の現行の売春防止法は，その対象を男女間の

性交に限定しているが，広義にはそれ以外のケースも含め

るべきであろう。

売春は，性の商品化のー形態である。すなわち性行為

が，売買可能な商品とみなされ性的サービスJ として

不特定の顧客に提供される。かりに金銭などの代価を伴っ

ても，相手が特定の人間に限られていれば，売春と言わな

い。また，相手が不特定多数であっても代価を伴わなけ

れば.やはり売春とは言わない。売春は.他の商行為の場

合と同じく.売り手が相手(顧客)を選択できない。それ .

が市場のJレーんである。したがって，代価を得て性的サー

ビスを提供しても.相手を選択できる場合は，厳密な意味

で売春だとは言いにくし、。

売春は，貨幣経済の発生とともに古く，最古の職業と言

われている。貨幣とし、う取引手段が存在する以前は，不特

定の相手と交換行為を行う習慣がなく，売春も可能でなか

った。記録に残る初期の売春は，神殿で行われる「神殿売

春」だったが，これは宗教儀礼の一種とも考えられる。そ

の後.営業としての売春が都市を中心に存続し根絶の試

みはし、ずれも失敗した。逆に，当局によって公認される場

合も多かったが，最近ではそうした公娼制度をとる国はま

れになっている。

売春は形態のうえから，当事者の直接合意にもとづく単

純売春.売春婦を抱える業者の仲介による管理売春，に大

別できる。

わが国近代の売春を時期区分すれば，まず1872年(明治

5 )の娼妓解放令によって.明治政府は江戸時代以来の・ i

本人の自由意思によらない年季契約を無効としたことが起

点となる。しかし自由意思による娼妓と貸座敷を名目に

する遊貯》の営業{主戦後まで続いた。昭和期には酌婦，女給

などによる売春も急増する。 1946年(昭和21)， GHQ:! 

公娼制度を廃止するが，営業そのものは赤線(指定地域)，

青線(それ以外の集娼地域)として存続した。 1958年{昭

和331に売春防止法が施行されると，多くの唱家は転業し

たが・かわって1970年 (昭和451頃からは特殊浴場(l、わ

ゆるトルコ風呂，のちにソープラ ンド)やピンク・サロン

が盛んとなる。 1980年頃からは，ホテトノレ，マントルなど

の非合法売春や，ファァ ・/ヨン・マッサージなどの売春類 。

似行為，テレクラ，ダイヤルQ'などが出現し -<スコ i

に乗った風俗営業のブームが起こった。風俗営業法の度重

なる改正後も， 7"レセラ，デートクラブといった新手の営

業が，売春との境界領域を広げている。-・住の商品化.公娼

制度 i橋爪大三郎)

pp.681 

買春ツアー

売春は.性的サービスを売る/買う契約なので.買春と

もいえる。買い手を組織し，買春目的の団体、/アーに出か

けるのが，買春 Yアーである。わが国て'は海外旅行がー殺

1ヒしてから， フィリビン，韓国，台湾，タイなどを目的地

とする買春アアーが現れた。買春 Yアーは，(1)内外価洛

差， (21エキゾ子ゾスム.(31経簿な好奇心，(-1)現地文化に対

する無理解，などの複合であるが. 日本人の改悪な一面を

表すものとして国際的非難を浴びている。 4 売春

F 

(僑爪大三郎)

WAERA 附OK12社会学がわかる。 ji1
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橋爪大三郎
「性愛論J
を波書底 ・1995年

オロギーであり、 家慈拘笥少

分離さえ絹寺されれば原頁IJk

に不要なものであること、「近

親穏姦の菜止」は分離公理J

弱矢内部に写像されたことCJ，

効果であることなどカ司月ちか

にされる。さらにはフエミ

ズムの動きに言及する中で、

性愛倫理の彼岸への方両首台ムf

模索される。「性愛そのもの・

の切実な感心に号、lき寄せられ
た人たち」におすすめσ)-jf"


